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は
じ
め
に

昨
年
四
月
、
三
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
い
る
外
国
為
替
取
引
に
関
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
お
よ
び
各
国
中
央
銀
行
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
、

こ
の
三
月
に
最
終
報
告
書
（
１
）

が
発
表
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
で
注
目
す
べ
き
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
八
六
年
の
調
査
開
始
以
来
初
め
て
外
為
市
場
の
取
引
高
が
減
少
し
た
と
い
う

点
で
あ
ろ
う
。
外
為
取
引
の
増
大
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
で
は
今
回
の
調
査
結
果
は
何
を
意
味
す
る
の

か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
点
、
す
で
に
一
定
の
答
え
が
示
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
、
ユ
ー
ロ
の
導
入
、
金
融
機
関
の
統
合
の
加
速
、
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
の
低
迷
、
ス
ポ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
の
拡
大
が
主
た
る
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
２
）。

小
稿
で
は
、
①
今
回
の
外
為
市
場
調
査
の
結
果
と
取
引
高
減
少
の
理
由
を
概
観
し
、
②
東
京
市
場
の
特
徴
を
整
理
し
、
③
外
為
電

子
取
引
の
現
状
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

１
　
外
為
市
場
取
引
高
の
減
少

表
１
は
、
世
界
の
外
為
市
場
の
取
引
高
を
ス
ポ
ッ
ト
取
引
（
直
物
取
引
）、
先
物
取
引
、
ス
ワ
ッ
プ
取
引
に
分
類
し
た
も
の
で
あ

り
、
表
２
は
、
取
引
相
手
別
に
分
け
て
、
そ
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

外
為
取
引
の
減
少
と
電
子
取
引

伊
豆
　
　
久



こ
れ
を
見
る
と
、
①
全
体
の
取
引
高
が
、
前
回
調
査
の
九
八
年
比
で
一
九
％
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
し
か
し
、
そ
の
減
少
は
均
一
に
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
②
直
物
取
引
、

業
者
間
取
引
、
対
顧
客
（
非
銀
行
）
取
引
、
国
内
取
引
、
で
特
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
③

反
対
に
、
先
物
や
ス
ワ
ッ
プ
、
対
顧
客
（
銀
行
）
取
引
は
減
少
幅
が
小
さ
い
か
、
あ
る
い

は
増
加
傾
向
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
外
為
市
場
の
変
化
の
背
景
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
レ
ポ
ー
ト
（
注
２
）
は
以

下
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

２
　
取
引
高
減
少
の
原
因

外
為
取
引
が
世
界
的
に
減
少
し
た
第
一
の
原

因
は
、
九
九
年
一
月
か
ら
欧
州
で
ユ
ー
ロ
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
外
為
市
場
か
ら
加
盟

一
二
カ
国
（
３
）

通
貨
間
の
取
引
が
完
全
に
消
滅
し
た

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
分
だ
け
世
界
の
外
為
取

引
が
小
さ
く
な
る
と
と
も
に
、
取
引
の
通
貨
別

シ
ェ
ア
で
は
、
ド
ル
や
円
な
ど
非
ユ
ー
ロ
通
貨
の
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
て
い
る
。

第
二
の
原
因
は
、
こ
の
間
、
世
界
的
に
銀
行
の
大
型
合
併
が
相
次
ぎ
、
市
場
参
加
者
の

数
が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
個
別
の
銀
行
が
そ
れ
ぞ
れ
市
場
を
通
じ
て
ポ
ジ

（21）

表１　外国為替取引高1（１日平均、10億ドル）

１：報告対象先相互の取引の二重計算は調整済み。
２：今回改訂。
（出所）Gabriele Galati, "Why has global FX turnover declined? Explaining the

2001 triennial survey", BIS Quarterly Review, Dec. 2001.

2001年為替レートでの取引高 1,210

2001
317

570

為替スワップ 190 656

1989
スポット 387

1992 19982

394 568

324 734

750 1,400

先物 27 58 128 131

報告と実勢の推定誤差 56 44 60 36

参考：

1995
494

97
546

53
合計 590 820 1,190 1,490 1,210

990

表２　外国為替取引高：取引相手別1

（１日平均、10億ドル）

１：報告対象先相互の取引の二重計算は調整済み。推定誤差分
を除く。

２：今回改訂。
（出所）表１に同じ。

クロスボーダー 674

2001
776

391

対報告対象外金融機関 96 329

1992
合計 1,173

1995
1,137

230

613

対報告金融機関 541 728 689

国内 316 526 499

19982

1,430
909
279

658
772

対非金融機関顧客 137 179 241 156



シ
ョ
ン
を
調
整
し
て
い
た
の
が
、
合
併
後
は
、
あ
わ
せ
て
一
つ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
な
る
。
市
場
で
行
な
っ
て
い
た
取
引
の
多
く
が
内

部
化
さ
れ
、
市
場
で
の
売
買
が
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
外
為
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
ク
業
務
か
ら
撤
退
し

た
銀
行
も
少
な
く
な
い
。

三
番
目
に
は
、
対
顧
客
取
引
の
低
迷
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
大
手
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
破
綻
・
解
散
が
相
次
い
だ
こ
と
で

あ
る
。
前
回
の
調
査
（
九
八
年
四
月
）
以
降
に
、
Ｌ
Ｔ
Ｃ
Ｍ
、
タ
イ
ガ
ー
フ
ァ
ン
ド
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
の
ク
ォ
ン
タ
ム
フ
ァ
ン

ド
な
ど
が
市
場
か
ら
撤
退
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
事
業
会
社
の
国
際
部
門
で
統
合
・
リ
ス
ト
ラ
が
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
が
激
し
く
な
り
、
国
際
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
集
約
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
企
業
の

外
為
取
引
を
小
さ
く
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｓ
は
外
為
取
引
減
少
の
も
う
一
つ
の
原
因
と
し
て
、
急
速
な
電
子
化
の
進
展
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
東
京
市
場
の
特
徴

世
界
全
体
の
動
向
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
で
は
、
日
本
の
外
為
市
場
で
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
４
）。

日
本
の
市
場
で
も
、
世
界
全
体
の
動
き
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
点
を
あ
げ
る
と
、
第
一
に
は
、
ス

ポ
ッ
ト
取
引
の
減
少
が
三
五
・
八
％
に
達
し
、
世
界
ベ
ー
ス
の
減
少
幅
（
▲
三
二
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
表
３
）。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
銀
行
の
合
併
や
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
取
引
減
少
な
ど
世
界
全
体
と
共
通
す
る
要
因
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
一
つ

に
は
銀
行
の
体
力
低
下
が
著
し
く
リ
ス
ク
許
容
度
が
落
ち
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
銀
行
の
自
己
勘
定
に
よ
る
売
買
が
急
速
に
細
っ
て

い
る
。

（22）



（23）

ま
た
、
九
八
年
四
月
施
行
の
外

為
法
改
正
の
影
響
も
大
き
い
。
従

来
、
い
わ
ゆ
る
為
銀
主
義
に
よ
り
、

企
業
は
輸
出
代
金
と
し
て
受
け
取

っ
た
外
貨
と
輸
入
代
金
と
し
て
支

払
う
外
貨
を
相
殺
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
受
け
取
っ
た
ド

ル
は
一
旦
円
に
交
換
し
、
輸
入
代

金
支
払
い
の
た
め
に
は
円
を
再
び

ド
ル
に
交
換
す
る
こ
と
が
必
要
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
売
買
の

た
び
に
銀
行
に
手
数
料
を
支
払
う

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
九
八
年
四

月
か
ら
は
外
貨
建
て
債
権
債
務
を

相
殺
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
り
、
そ
の
分
、
外
為
取
引
が
減

少
し
た
の
で
あ
る
。

東
京
市
場
に
見
ら
れ
た
二
つ
目

表３　インターバンク取引・対顧客取引の取引形態別１営業日平均取引高

（注）合計は、「ブローカー経由の海外間取引」を除くベース。
（出所）「外国為替およびデリバティブに関する中央銀行サーベイ（2001年４月中取引高調査）：日

本分集計結果」『日本銀行調査月報』2001年11月。

為替スワップ
903

〈 61.5〉

スポット
278

〈 22.7〉
＋11.1

2001年４月中
増減率増減率

＋ 8.0

▲31.4

1,227
〈100.0〉

▲ 8.8 ＋34.8

フォワード
197

〈 13.4〉
＋ 4.0

＋46.0

1995年４月中

1,185
〈100.0〉

432
〈 36.4〉

168
〈 10.4〉

891
〈 55.2〉

フォワード
107

〈 8.7〉
＋ 2.2

75
〈 6.4〉

＋53.5

（単位：億米ドル、％、〈 〉内はシェア）

1998年４月中
増減率

インターバンク取引 ＋13.6
1,080

〈100.0〉

▲40.3
466

〈 43.2〉

＋38.2
77

〈 7.1〉

為替スワップ
842

〈 68.6〉
＋56.9

537
〈 49.7〉

▲20.8
678

〈 57.2〉

対顧客取引
241

〈100.0〉
▲13.4

278
〈100.0〉

▲35.0
428

〈100.0〉
＋32.9

スポット
89

〈 37.1〉
▲16.2

107
〈 38.3〉

▲13.3
123

〈 28.7〉
＋39.5

フォワード
91

〈 37.6〉
▲ 6.9

97
〈 34.9〉

＋ 5.4
92

〈 21.6〉
＋30.4

為替スワップ
61

〈 25.3〉
▲18.0

74
〈 26.8〉

▲65.0
213

〈 49.7〉

合計
1,468

〈100.0〉
＋ 8.1

1,358
〈100.0〉

▲15.8
1,613
〈100.0〉

＋34.3

スポット
368

〈 25.0〉
▲35.8

573
〈 42.2〉

＋ 3.3
555

〈 34.4〉
＋16.3

＋13.1
174

〈 12.8〉

＋47.8
611

〈 45.0〉



の
特
徴
は
、
ス
ポ
ッ
ト
取
引
が
減
少
す
る
一
方
で
、
為
替
ス
ワ
ッ
プ
が
四
七
・
八
％
と
大
幅
に
伸
び
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

主
に
外
資
系
銀
行
に
よ
る
海
外
向
け
（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
）
取
引
が
中
心
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
こ
の

間
、
サ
ム
ラ
イ
債
の
発
行
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
う
ヘ
ッ
ジ
取
引
が
増
え
た
こ
と
、
第
二
に
、
超
低
金
利
が
続
い
て
い
る
た
め
、
円

を
調
達
し
、
為
替
ス
ワ
ッ
プ
で
ド
ル
に
転
換
し
て
運
用
す
る
取
引
が
加
速
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
導
入
に

と
も
な
い
外
銀
が
日
中
の
円
資
金
調
達
の
手
段
と
し
て
為
替
ス
ワ
ッ
プ
を
（
先
の
円
調
達
の
ス
ワ
ッ
プ
と
は
逆
方
向
に
）
利
用
し
た

こ
と
も
大
き
い
（
５
）。

〇
一
年
一
月
か
ら
銀
行
間
決
済
が
そ
れ
ま
で
の
時
点
・
ネ
ッ
ト
決
済
か
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
グ
ロ
ス
決
済
に
移

行
し
た
た
め
、
銀
行
は
、
決
済
用
に
多
額
の
円
資
金
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
外
資
系
銀
行
は
、
日
本
国
内
市
場

で
の
円
資
金
調
達
に
必
要
な
担
保
の
保
有
額
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
コ
ー
ル
市
場
に
代
わ
る
円
調
達
の
場
と
し
て
為
替
ス
ワ
ッ
プ
を

利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
６
）。

４
　
電
子
取
引
の
現
状

以
上
の
よ
う
に
、
東
京
市
場
を
含
む
世
界
の
外
為
市
場
で
取
引
高
（
特
に
ス
ポ
ッ
ト
取
引
）
が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
も
う
一
つ
の
原
因
が
、
こ
こ
数
年
で
急
速
に
進
ん
だ
取
引
の
電
子
化
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
従
来

型
の
取
引
は
全
体
の
一
割
程
度
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
以
下
、
外
為
取
引
の
電
子
化
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
（
７
）。

（
１
）
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
の
電
子
化

外
為
市
場
は
、
大
き
く
、
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
（
銀
行
間
市
場
、
業
者
間
市
場
）
と
対
顧
客
市
場
（
銀
行
と
機
関
投
資
家
・
企

業
な
ど
と
の
取
引
）
に
分
か
れ
る
。

（24）
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イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
は
、
間
に
仲
介
業
者
の
入

る
ブ
ロ
ー
カ
ー
経
由
取
引
と
銀
行
同
士
が
直
接
に
取

引
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
・
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
（
Ｄ
Ｄ
）
に

分
か
れ
る
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
自
分
で
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
持
た
ず
、
売
り
と
買
い
の
付
け
合
わ
せ
を
行
な
っ

て
仲
介
手
数
料
を
得
る
。
一
方
の
Ｄ
Ｄ
は
、
ブ
ロ
ー

カ
ー
が
入
る
こ
と
な
く
、
売
買
を
希
望
す
る
銀
行
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
ク
を
行
な
っ
て
い
る
銀
行
に
（
従

来
な
ら
）
電
話
し
、
レ
ー
ト
を
聞
い
て
注
文
を
出
す
。

で
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
経
由
と
Ｄ
Ｄ
は

ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

表
４
を
見
る
と
、
昨
年
四
月
の
調
査
（
東
京
市
場
）

で
、
ス
ポ
ッ
ト
取
引
で
は
五
三
・
一
％
が
ブ
ロ
ー
カ

ー
経
由
、
残
り
の
四
七
・
七
％
が
Ｄ
Ｄ
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
先
物
・
ス
ワ
ッ
プ
で
は
ブ

ロ
ー
カ
ー
経
由
の
シ
ェ
ア
は
二
六
・
二
％
に
す
ぎ

ず
、
Ｄ
Ｄ
が
七
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

表
５
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
も

表４　インターバンク取引に占めるブローカー経由取引比率

（注）（ ）内はスポット取引に占める電子ブローカー取引の比率。
（出所）表３に同じ。

22.5

1995年４月中

フォワード、
為替スワップ計

スポット 37.4

増減差

＋ 8.9

＋ 7.0

合計

＋24.7
（＋47.2）

12.0
（32.1）

（単位：％、％ポイント）

2001年４月中
増減差

53.1 ＋ 6.8
電子ブローカー 48.3

（91.0）
＋11.6

（＋11.7）

26.2 ▲ 3.3

1998年４月中

46.3
36.7

（79.3）

29.5

32.3 ▲ 4.5 36.8 ＋ 8.9 27.9

表５　電子取引システムを通じた取引（取引総額に占める割合）

１：電子ブローキング
２：電子的ダイレクトディーリング
（出所）表３に同じ。

1.20.0

為替スワップ 6.9 27.1

その他ユーロ/円

21.7

2.9

直物取引

米ドル 日本円 その他

（単位：％）

ユーロ/円 その他
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の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
も
ブ
ロ
ー
カ
ー
取
引
と
Ｄ
Ｄ
の
違
い
が
確
認
で
き
る
。
表
左
側
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
取
引
で
は
、
ス
ポ
ッ
ト
取

引
、
ド
ル
や
ユ
ー
ロ
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
通
貨
で
シ
ェ
ア
が
高
く
、
反
対
に
Ｄ
Ｄ
で
は
為
替
ス
ワ
ッ
プ
、
そ
の
他
通
貨
で
相
対
的
に

高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
経
由
取
引
は
メ
ジ
ャ
ー
通
貨
の
ス
ポ
ッ
ト
取
引
な
ど
よ
り
定
型
化
さ
れ
た
取
引
に
用
い
ら
れ
、
Ｄ
Ｄ
は

マ
イ
ナ
ー
通
貨
や
為
替
ス
ワ
ッ
プ
な
ど
相
対
的
に
流
動
性
の
低
い
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
近
い
商
品
に
比
較
優
位
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
一
件
あ
た
り
の
大
き
さ
も
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
経
由
は
二
〇
―
三
〇
本
（
一
本
＝
一
〇
〇
万
ド
ル
）
程
度
ま
で
の

中
小
口
取
引
が
多
い
の
に
対
し
、（
最
近
は
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
の
流
動
性
が
高
く
な
っ
た
と
は
い
え
）
一
件
一
〇
〇
本
と
い
っ
た

大
口
取
引
に
な
る
と
Ｄ
Ｄ
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（
８
）。

こ
の
点
、
株
式
市
場
と
比
較
す
れ
ば
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
経
由
取

引
が
立
会
い
取
引
に
、
Ｄ
Ｄ
が
立
会
い
外
取
引
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
制
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ

う
。そ

し
て
、
こ
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
取
引
、
Ｄ
Ｄ
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
電
子
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
比
率
は
ど
ち
ら
も
九

割
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
も
そ
も
為
替
取
引
は
、
金
融
商
品
の
な
か
で
も
最
も
標
準
化
さ
れ
た
商
品
で
あ
り
、
流
動
性

も
高
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
上
で
、
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
、
約
定
や
価
格
決
定
の
透
明
化
、
効
率
化
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ

Ｔ
技
術
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
電
子
化
が
一
気
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

ブ
ロ
ー
カ
ー
取
引
の
電
子
化
は
、
欧
米
主
要
一
三
行
が
出
資
す
る
Ｅ
Ｂ
Ｓ
（E

lectronic
B

roking
System

）
社
が
世
界
四
都
市

で
九
三
年
九
月
（
東
京
で
は
同
年
一
一
月
）
に
業
務
を
開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
同
社
の
「
ス
ポ
ッ
ト
・
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム
」
は
、
入
力
さ
れ
た
注
文
を
価
格
優
先
・
時
間
優
先
で
付
け
合
せ
る
と
い
う
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
単
純
な
も
の
で
あ
る
が
、
①
手

数
料
が
安
い
こ
と
（
９
）、

②
手
数
料
が
流
動
性
を
消
費
す
る
側
に
だ
け
課
金
さ
れ
、
流
動
性
を
提
供
す
る
側
（
先
に
指
値
注
文
を
出
し
た
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側
）
に
は
課
金
さ
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
お
り
、
ス
プ
レ
ッ
ド
の
縮
小
・
流
動
性
の
向
上
に
優
れ
て
い
る
こ
と
、
③
約
定
さ
れ

る
ま
で
完
全
に
匿
名
で
あ
る
こ
と
、
④
与
信
枠
（
相
手
別
の
取
引
枠
）
を
事
前
入
力
し
て
お
け
ば
そ
れ
以
上
の
取
引
が
自
動
的
に
排

除
さ
れ
、
与
信
管
理
が
簡
便
で
あ
る
こ
と
、
⑤
約
定
成
立
後
に
、
取
引
相
手
や
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
瞬
時
に
確
定
す
る
こ
と
、
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
評
価
さ
れ
、
短
期
間
に
市
場
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
。
東
京
市
場
で
は
、
一
足
早
く
九
三
年
四
月

に
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
フ
ォ
レ
ッ
ク
ス
社
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
、
邦
銀
一
三
行
が
出
資
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
が
稼
動
し
て
い
た
が
、
十
分
な
シ
ェ
ア
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ず
九
六
年
三
月
に
Ｅ
Ｂ
Ｓ
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
イ
タ
ー
社
の
「
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
二
〇
〇
〇
―
二
」

も
Ｅ
Ｂ
Ｓ
と
同
様
の
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
わ
ず
か
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
電
子
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
従
来
型
の
電
話
を
使
っ
て
人
手
で
仲
介
業
務
を
行
な
う
ボ
イ
ス
・
ブ
ロ
ー
キ
ン

グ
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
取
引
に
お
け
る
シ
ェ
ア
が
一
割
以
下
に
縮
小
、
か
つ
て
日
本
に
八
社
あ
っ
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
会
社
で
も
、
合
併
や
撤

退
が
相
次
ぎ
、
現
在
で
は
、
ト
ウ
キ
ョ
ウ
フ
ォ
レ
ッ
ク
ス
上
田
ハ
ー
ロ
ー
、
日
短
Ｆ
Ｘ
、
メ
イ
タ
ン
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
三
社
と
な

っ
て
い
る
。

と
は
言
え
、
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
①
大
台
相
違
な
ど
の
ミ
ス
ヒ
ッ
ト
が
生
じ
や
す
い
こ
と
、
②

上
値
（
あ
る
い
は
下
値
）
に
大
量
の
注
文
を
出
し
て
価
格
を
誘
導
し
た
上
で
、
先
の
取
引
を
取
り
消
す
「
Ｆ
Ａ
Ｋ
Ｅ
取
引
」
を
防
ぎ

に
く
い
こ
と
、
③
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
視
覚
的
な
価
格
変
動
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
過
剰
な
反
応
を
促
す
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ボ
イ
ス
・
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
①
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
大
き
い
サ
イ
ズ
の
注
文
に
も
対
応
可
能
で

あ
る
こ
と
（
10
）、

②
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応
じ
ら
れ
る
こ
と
、
③
電
子
化
で
き
な
い
市
場
の
「
雰
囲
気
」
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
パ
イ
は
小
さ
く
な
り
つ
つ
も
、
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
と
の
一
定
の
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い

る
。
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イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
取
引
、
ダ
イ
レ
ク
ト
・
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
取
引
の
ほ
と
ん
ど
は
、

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
取
引
か
ら
電
子
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
よ
る
売
買
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
電
子
的
Ｄ
Ｄ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
事
実
上
、
ロ
イ
タ
ー
社
の
「
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
二
〇
〇
〇
―
一
」（
東
京
市
場
で
は
、
九
二
年
四
月
業
務

開
始
）
の
独
占
状
態
に
あ
る
。
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
が
電
子
的
な
「
注
文
控
え
板
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
は
電
子
的
な
「
会
話
」
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
単
純
化
す
る
と
、
Ｅ
Ｂ
Ｓ
の
中
心
機
能
は
（
取
引
交
渉
機
能
で
は
な
く
）
自
動
約
定

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ロ
イ
タ
ー
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
そ
れ
は
（
約
定
機
能
で
は
な
く
）
取
引
交
渉
シ
ス
テ
ム
だ
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
Ｄ
Ｄ
の
電
子
化
に
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
が
提
示
し
た
気
配
に
対
し
て
「I

B
U

Y

」
や
「I

SE
LL

」
が
一
つ
の
キ

ー
で
入
力
で
き
る
な
ど
、
秒
を
争
う
業
務
に
お
い
て
電
話
よ
り
も
効
率
的
に
会
話
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
会
話
の
記
録
を
電
子

的
な
形
で
記
録
で
き
る
こ
と
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
Ｄ
Ｄ
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
件
一

〇
〇
本
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
大
口
取
引
や
マ
イ
ナ
ー
な
通
貨
、
先
物
や
ス
ワ
ッ
プ
な
ど
、
規
格
化
の
度
合
い
が
低
い
取
引
で
高
い

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
対
顧
客
市
場
の
電
子
化

イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市
場
の
電
子
化
に
比
べ
て
、
対
顧
客
市
場
の
電
子
化
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
現
在
で
も
ま
だ
そ
れ
ほ
ど

の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
、
個
別
の
銀
行
が
そ
れ
ぞ
れ
の
客
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
上
で
外
為
取
引
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
始
め
た
。
シ
ン
グ

ル
デ
ィ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
従
来
の
電
話
を
使
っ
た
取
引
よ
り
も
事
務
作
業
の
効
率
化
に
は
貢
献

し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
顧
客
か
ら
す
る
と
、
一
つ
の
銀
行
の
気
配
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
銀
行
と
の

（28）
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一
対
一
の
関
係
か
ら
抜
け
だ
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
複
数
の

銀
行
が
参
加
す
る
マ
ル
チ
デ
ィ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
Ｘ
マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
レ
イ
ス
）
が
登
場
す
る
と
、
多
く
の
顧
客
が
そ
ち
ら
に
流
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
顧
客
は
、
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
上
で
同
時
に
複
数
の
銀
行

か
ら
気
配
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
銀
行
に
と
っ
て
は
、
気

配
の
競
争
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
大
口
向
け
で
は
す
で
に
ス

プ
レ
ッ
ド
は
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
優
先
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
大
手
マ
ル
チ
デ
ィ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と

し
て
は
、
〇
一
年
に
は
、
世
界
の
主
要
銀
行
が
参
加
す
る
「
Ｆ
Ｘ
オ
ー

ル
」
と
、
大
手
三
行
に
ロ
イ
タ
ー
が
加
わ
っ
た
「
エ
イ
ト
リ
ア
ク
ス
」

が
現
れ
た
（
表
６
）
が
、
先
月
、
エ
イ
ト
リ
ア
ク
ス
は
解
散
を
表
明
、

Ｆ
Ｘ
オ
ー
ル
の
シ
ェ
ア
拡
大
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
外
為
市
場
は
、
分
散
し
た
店
頭
取
引
で
あ
り
、
す
べ
て

の
注
文
が
一
箇
所
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
Ｅ
Ｂ

Ｓ
の
よ
う
に
単
一
の
仲
介
約
定
シ
ス
テ
ム
に
注
文
が
集
ま
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
市
場
は
取
引
所
化
し
、
価
格
の
透
明
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

表６　ネット為替市場の主要運営会社

（出所）『日経金融新聞』2002年４月12日。

企業顧客数 未発表

エイトリアクス
2001年５月

約170社

出資会社 バンク・オブ・
アメリカ、クレ
ディ・スイス・
ファースト・ボ
ストン、ＨＳＢ
Ｃなど17行

シティグルー
プ、ドイツ銀行、
ＪＰモルガン・
チェース、ロイ
ター

ＦＸオール
営業開始年月 2001年６月

カレネックス ＦＸコネクト
2000年４月 2000年３月

アメリンド・イ
ンベストメン
ト・アドバイザ
ーズ、ロイヤ
ル・ダッチ・シ
ェル、バークレ
イズなど

ステート・スト
リート銀行

約130社 約420社

本拠地 ニューヨーク カリフォルニア ボストン ロンドン

参加金融機関 ゴールドマン・
サックス、ＪＰ
モルガン・チェ
ース、東京三菱
銀行など55社

バンク・ワン、
ドレスナー銀
行、ＡＢＮアム
ロなど45社

ロイヤル・バン
ク・オブ・カナ
ダ、バークレイ
ズ、ドイツ銀行
など33社

シティ・バン
ク、ＡＮＺ銀行、
みずほフィナン
シャルグループ
など70社



デ
ィ
ー
ラ
ー
は
一
瞬
に
し
て
現
在
の
最
良
気
配
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
価
格
発
見
過
程
が
劇
的
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。「
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
が
登
場
す
る
以
前
は
、
特
に
規
模
の
小
さ
な
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
取
引
可
能
な
価
格
に
関
す
る
情
報

を
得
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
取
引
を
実
際
に
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
（
11
）

が
、
そ
れ
が
不
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
外
為
市
場
に
お
け
る
情
報
の
非
対
称
性
が
大
幅
に
低
下
し
た
の
で
あ
っ
て
、
優
位
な
立
場
に
あ
る
こ
と
を
利
用

し
た
仲
介
業
者
に
よ
る
売
買
は
、
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
対
顧
客
市
場
の
電
子
化
・
マ
ル
チ
デ
ィ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
化
は
、
ス
プ
レ
ッ
ド
の
縮
小
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
業
者
間
市

場
と
対
顧
客
市
場
の
間
の
垣
根
を
低
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
為
替
業
務
で
競
争
力
を
も
た
な
い
銀
行
の
市
場
参
加
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

は
低
下
し
、
大
手
銀
行
へ
の
取
引
の
集
中
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
電
子
化
は
、
二
重
三
重
に
市
場
で
の
売
買
高
を
小
さ
く
す
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、

流
動
性
の
低
下
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
市
場
の
寡
占
化
が
さ
ら
に
進
め
ば
新
た
な
問
題
が
現
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
電
子
化
は
、
少
な
く
と
も
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
場
の
効
率
化
、
透
明
性
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
調
査
が
明
ら
か
に
し
た
外
為
取
引
の
減
少
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
さ
ら
な
る
進
展
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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Survey

-Foreign
exchange

and
derivatives

m
arketactivity

in
2001,M

arch
2002.

（
２
）

G
abriele

G
alati,"W

hy
has

globalF
X

turnover
declined?

E
xplaining

the
2001

triennialsurvey",B
IS

Q
uarterly

R
eview

,D
ec.

2001.

（
３
）

当
初
一
一
カ
国
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
〇
一
年
一
月
に
ギ
リ
シ
ャ
が
参
加
し
た
。
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（
４
）

日
本
の
外
為
市
場
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
清
水
健
他
「
わ
が
国
の
外
為
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の
現
状
」『
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』

（
日
銀
）
二
〇
〇
一
年
一
二
月
。

（
５
）

稲
葉
圭
一
郎
「
短
期
円
資
金
市
場
の
構
造
と
最
近
の
動
向
」『
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』
二
〇
〇
一
年
五
月
。

（
６
）

こ
う
し
た
結
果
、
東
京
市
場
で
は
、
外
資
系
銀
行
の
シ
ェ
ア
が
上
昇
し
て
六
七
・
五
％
と
な
っ
た
（
九
八
年
調
査
で
は
五
二
・
九
％
）。
邦

銀
の
シ
ェ
ア
は
三
分
の
一
を
下
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
対
顧
客
向
け
取
引
に
お
い
て
も
、
外
銀
は
、
手
数
料
の
引
き
下
げ
、
ド
ル
・
ユ

ー
ロ
以
外
の
マ
イ
ナ
ー
通
貨
取
引
へ
の
対
応
、
為
替
オ
ー
バ
ー
レ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
機
関
投
資
家
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
含
ま
れ
る
為
替
リ

ス
ク
の
一
括
管
理
サ
ー
ビ
ス
）
の
提
供
な
ど
で
攻
勢
を
強
め
て
い
る
。

（
７
）

外
為
取
引
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
シ
ス
テ
ム
委
員
会
（
日
本
銀
行
仮
訳
）『
金
融
市
場
に
お
け
る
電
子
取
引
の

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
二
〇
〇
一
年
一
月
、
外
為
Ｅ
Ｄ
Ｉ
研
究
会
事
務
局
「
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
」『
金
融
情
報
シ
ス
テ
ム
』

二
三
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
、
日
銀
金
融
市
場
局
市
場
企
画
グ
ル
ー
プ
「
電
子
取
引
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
と
本
邦
市
場
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」『
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
レ
ビ
ュ
ー
』
二
〇
〇
一
年
一
月
参
照
。

（
８
）

前
掲
外
為
Ｅ
Ｄ
Ｉ
研
究
会
事
務
局
八
三
頁
。

（
９
）

古
い
数
字
で
あ
る
が
、『
日
経
新
聞
』
一
九
九
六
年
六
月
二
六
日
（
夕
）
に
よ
る
と
、
ボ
イ
ス
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
の
手
数
料
が
一
〇
〇
万
ド
ル

に
つ
き
三
千
円
（
た
だ
し
大
口
割
引
制
度
あ
り
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｂ
Ｓ
は
取
引
額
に
関
係
な
く
一
件
二
五
ド
ル
で
あ
る
。

（
10
）

電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
当
初
の
頃
で
あ
る
が
（『
日
経
産
業
新
聞
』
一
九
九
五
年
一
一
月
一
〇
日
）、
五
―
一
〇
本
程
度
の
小
口

注
文
は
電
子
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
に
、
二
〇
―
三
〇
本
の
注
文
は
ボ
イ
ス
ブ
ロ
ー
キ
ン
グ
に
回
す
、
と
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

（
11
）

前
掲
Ｂ
Ｉ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
シ
ス
テ
ム
委
員
会
三
〇
頁
。

（
い
ず
　
ひ
さ
し
・
客
員
研
究
員
）

（31）


